
令 和 ３ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 栄 北 高 等 学 校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 
建学の精神「人間是宝」、校訓「今日学べ」のもと、安全・安心・充実した生活で生徒の夢を実現

する 
      

        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 進学実績の向上 

２ 基礎学力の向上と ICT教育、キャリア教育の推進 

３ 生徒指導の徹底 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   

出席者 学校関係者  １４名 

    教職員     ８名 
 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 中間評価 年  度  評  価 （ ３ 月 ）  実施日 令和 4 年 5月 10日(火) 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

●ほとんどの生徒が４年制大学へ

の進学を希望しているが、約半

数の生徒は推薦・ＡＯ入試での

受験を希望している。確かな学

力を身につけさせて一般入試で

受験する生徒の増加を図り、一

つ上の進学先に進学させる。 

●国公立大学の合格者

 数の増加および難関

 国公立大学の合格。 

●早慶上理、ＧＭＡＲ

ＣＨの合格者数の増

加。 

●成成國武明獨、芝浦

工業等の合格者数の

増加。 

●進学行事の精選と、

内容の充実。 

●学校で勉強をやり切る環境

作り。 

●代ゼミ現役講師演習。 

●７・８時間目演習（放課後

演習）。 

●本校を会場とした国公立大

学をはじめとする大学進学

相談会。 

●進学講演会や小論文講演会

等。 

●徹底した進学指導によ

り、目標大学への合格が

実現できたか。 

●進学講演会や小論文講演

会により、受験に対する

意識が高まったか。 

●進学行事を精選、内容の

充実により、進学実績が

向上したか。 

●国公立大学の合格者

 数の増加および難関

 国公立大学の合格。

 入試後に評価。 

●早慶上理、ＧＭＡＲ

ＣＨの合格者数の増

加。入試後に評価。 

●成成國武明獨、芝浦

工業等の合格者数の

増加。入試後に評

価。 

●進学行事の精選と、

内容の充実。Ａ 

●国公立大学、早

慶上理、ＧＭＡ

ＲＣＨ、成成國

武明極、芝浦工

業ともに目標と

する合格者数を

達成した。 

●入試改革に対応

した年間指導計

画を確立でき

た。 

Ａ 

●国公立大学の魅力を伝

え、受験者数を増加さ

せる。 

●入試改革や受験方式の

変更に柔軟に対応でき

るよう情報収集等に務

める。 

●社会状況・コロナ禍に

対応した進学行事を確

率する。 

 

●年々、進学実績が伸びていて、先

生方の努力にとても感謝しており

ます。入試改革や受験方式の変更

に柔軟に対応していただくよう研

究をお願いします。 

●上位層の学力向上はもちろんのこ

と、一般クラスの基礎学力を向上

させるような取り組みを行ってい

ただきたい。 

●生徒の希望する大学に合格できる

よう今後も継続的にご努力いただ

きたい。 

２ 

●特色あるカリキュラムのもと

に、国公立大学や難関私立大学

を目指す生徒から、部活と勉強

を両立させて高校生活を有意義

に過ごしたい生徒まで、一人ひ

とりに合わせた学習指導で学力

を向上させる。 

●「ICT 教育」「キャリア教育」

「基礎学力の向上」を３つの柱

として、生徒の主体性や思考

力、表現力を養わせる。 

●基礎学力の向上。 

●早朝学習および自主

学習の充実。 

●キャリア教育の推

進・研究。 

●教員の指導力の向

上。 

●ＩＣＴツールを用い

た学習の推進。 

●徹底した学習指導により、

基礎学力を向上させる。 

●日常の指導とコミュニケー

ションによる、放課後校内

学習と家庭学習の習慣化。 

●ICT 教育及びキャリア教育

の意義や目的を生徒に理解

させての実施。 

●教員研修を実施し、教育

力、指導力を高める。 

●新入試に対応した授業の研

究 

●オンライン教育を含む ICT

教育環境の充実。 

●徹底した学習指導によ

り、基礎学力が向上した

か。 

●放課後の校内学習を含む

学習習慣が確立された

か。 

● ICT 教育が推進された

か。 

●キャリア教育が推進・研

究されたか。 

●教員研修等により教員の

指導力が向上したか。 

●オンライン授業により、

生徒の理解力が向上した

か。 

●基礎学力の向上。Ｂ 

●早朝学習および自主

学習の充実。Ａ 

●キャリア教育の推

進・研究。Ｂ 

●教員の指導力の向

上。Ｂ 

●ＩＣＴツールを用い

た学習の推進。Ｂ 

●早朝学習は各類

型の現状に合わ

せて実施するこ

とができた。 

●ＩＣＴツールを

有効活用するこ

とができなかっ

た。 

●教員は外部研修

に参加するなど

努力した。 

 

Ｂ 

●生徒自らの意思で、積

極的に学習する能力を

身につけさせる。 

●キャリア教育の推進と

して総合探求を積極的

に行う。 

●積極的に教員研修を受

講させる。 

●ＩＣＴツールに定期的

に課題を配信するなど

有効活用させる。 

 

●学力向上に向け、全体アドバイス

などで生徒のやる気は向上してい

るが、実際の実力をもっと測って

ほしい。 

●各類型で基礎学力をもう少しあげ

てほしい。 

●先生方に根気強く面倒を見て頂い

た結果、生徒個人で勉強をする習

慣を身につけることが出来まし

た。 

●英語力の向上を目指してほしい。 

●ＩＣＴは他校より進んでいる。し

かし、あまり頼り過ぎると健康面

など少し気になる。魅力ある先生

と授業力が大切だと思う。 

３ 

●本校は素直で真面目な生徒が多

く、非行など問題行動で指導

（懲戒）を必要とする状況が非

常に少ない。 

●入学時より正しい生活習慣を身

につけることによって高校生と

しての自覚や更なる充実した学

校生活と効果的な学習が望まれ

る。 

●本校では基本的生活習慣やマナ

ーについて徹底指導しており、

高校生活はもとより、卒業後に

も通用する人格形成に心がけて

いる。 

●生徒指導の徹底。 

●積極的な面談の実施

とカウンセリングの

活用。 

●いじめの早期発見、

早期解決。 

●保護者との連携の充

実。 

●栄北高生としての自

覚の確立。 

●自主自立の確立。 

●面談により、生徒を理解し

学習面及び生活面の安定と

向上を目指す。 

●生徒の生活習慣を把握し、

一人ひとりに合った指導を

行う。 

●個別膝下指導により、悩み

ごとの早期発見と解決を行

う。 

●学年と生徒指導部との連

携、情報の共有により、問

題行動の事前防止に努め

る。 

●生徒指導の徹底により、

問題行動を事前に防止す

ることができたか。 

●積極的な面談の実施によ

り、生徒個々の状況を把

握し、的確な指導ができ

たか。 

●アンケート等により、い

じめの早期発見、早期解

決を図ることができた

か。 

●カウンセラーとの連携を

深め、より生徒の状況把

握に努めたか。 

●生徒指導の徹底。Ａ 

●積極的な面談の実施

とカウンセリングの

活用。Ａ 

●いじめの早期発見、

早期解決。Ａ 

●保護者との連携の充

実。Ａ 

●栄北高生としての自

覚の確立。Ａ 

●自主自立の確立。Ｂ 

●栄北高生として

の自覚を持た

せ、家庭とも連

携を取り、共通

理解のもと適切

な指導を実施し

た。 

●アンケートや個

別面談等でいじ

めの未然防止に

努めた。 

Ａ 

●生徒の成長に向け、さ

らなる充実を目指し、

ワンランク上の自覚を

持たせていく。 

●連携を密に取り、生徒

個々の現状をいち早く

把握し、正確な生徒の

状況を理解することに

努める。 

●保護者との信頼関係を

強固なものにして退学

者ゼロを目指す。 

 

●コロナ禍のため、面談等の中止が

多かったので、感染予防を行った

上で平常時程度の面談等が行われ

ることを願います。 

●個人面談ですが、2年生までは年

に 1回のみで多少不安がありまし

たが、3年次でもう少し充実させ

ていただいて、生徒･保護者の不安

を少しでも取り除いてほしい。 

●生徒指導の中で、ゲーム依存に対

しての対策を施してほしい。 

●コロナ禍であったが、若い先生方

がフレキシブルに動く姿に好感を

持った。 

 




